
（仮称）札幌市ICT活用戦略骨子（案） １

戦略策定の趣旨

(1) 策定の目的

ICTの急速な発展に対応し、その積極的な利活用を進めることで地

域（札幌）の抱える課題を解決し、暮らしの満足度の向上、地域の

活性化、行政サービスの効率化等を実現するための戦略を策定

(2) 位置付け

札幌市における様々な地域課題の解決ツールとしてICT利活用を促

進することを明確にし、今後の取組の方向性を市民、企業等に提示

戦略策定の背景

(1) ICT環境の変化

・スマートフォン等モバイル端末の普及

・SNS、Eコマース等ICTサービスの普及

・IoT、ビッグデータ、オープンデータ活用の進展

・クラウド化の進行

・AIの発達

(2) 国の動き

世界最先端IT国家創造宣言を策定（平成25年策定、毎年改定）

(3) ユネスコ創造都市ネットワーク「メディアアーツ都市」への加盟

デジタルテクノロジーの活用による地域や産業の活性化や都市課題の

解決

ICT活用環境の変化



目指す姿

（仮称）札幌市ICT活用戦略骨子（案） ２

（仮称）札幌市ICT活用戦略の目標

～トップランナーを目指して～



（仮称）札幌市ICT活用戦略骨子（案） ３

～トップランナーを目指して～

ICTの活用で変わる札幌のまち

暮らし 安全・安心

産業

雇用・労働 教育・活動

行政

・・・・・ .

・・・・・
.



ICTの活用が進んだ
札幌のまちの将来イメージ

（仮称）札幌市ICT活用戦略骨子（案） ４

「目指す姿」の実現に向けた戦略



（仮称）札幌市ICT活用戦略骨子（案） ５

リーディング・プロジェクト（その１）

ビッグデータ・オープンデータ活用プロジェクト

事業の推進及び進捗管理（事業の評価、見直し等）のため、産学官連携による推進体制を設置

重要性や緊急性が高く、戦略を象徴する事業を重点的に推進

【期待される成果】
●観光、交通（雪）、健康・子育てなど様々な分野において、
一元的に管理・運営。ビッグデータを活用することで新たな
サービスの創出等につなげる。

●行政のオープンデータ化により、
①地域課題の解決、②行政の効率化、③官民協働の促進
が期待できる。

【プロジェクト概要】
官民が保有するオープンデータ、ビッグデータを収集、管理
するためのプラットフォームを構築し、活用促進につなげる。

※ リーディング・プロジェクトは今後さらに追加予定

■新たな取組への挑戦

冬季オリンピック・パラリンピックの招致活動や各種国際的イベントにお

いて、札幌におけるICTの取組をアピールするとともに、創造都市にふさ

わしいICT関連プロジェクトを実践

■市内に集積する技術・ノウハウの活用

市内の多様な企業・個人、大学・研究機関等が蓄積してきた技術・ノウ

ハウを生かし、ブラッシュアップし、組み合わせることで、課題解決に

活用

■技術トレンドの把握・活用

ビッグデータ、オープンデータ、AI、クラウドコンピューティング、モ

バイルファースト等、その時々の技術トレンドを踏まえながら、これまで

にない新たなサービスや、より利便性の高いサービスを実施

■札幌のもつ各種資産の活用

自然が近く、住みやすい都市環境や、集積するIT企業、教育研究機関、

人的資源など、実験・実証の取組にも適した環境を活かし、企業の参入

や市外からの投資などを促進

※ （出典）総務省情報通信審議会情報通信技術分科会技術戦略委員会中間報告書


